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ニチハ施工基準

　遮断ルーフＧｒ　ᵾ準施工ᡥ㡨

断熱商品

たるきを遮断ルーフＧｒの対ᚺ䝦䜼䝩ールで施工します。䟺たるきᑇ法は遮断ルーフのサ䜨䜾に合わせた材をご使用下さい䟻

᪜成サ䜨䜾の䝕䝑ルをᔉめ㎰䜆ため、たるきの施工ᑇ法⢥度に十分ご⏻意下さい。

設計上のクリ䜦ランスは䠄mmとなっております。䟺断熱材ഁ面のป形上部を㝎く䟻

たるきの⥥⤎　䠌　たるきと㌲᰾・ẍᒁ等の⥥⤎はたるきのḖき㎰䜅をしない施工をᵾ準とします。

྘⛸㔘物の施工　䠌　たるき止め㔘物は遮断ルーフの施工にᖱῦしない物を使用して下さい。

　たるきの施工

　䝕䝑ルུけ材の取り௛け

施工時䝕䝑ルⴘ下防止のため、䝕䝑ルུけ材をたるき下面に取り௛けます。䝕䝑ル䜼䝫䜨ント部分、䝕䝑ル୯㛣部䟺適᏿䟻に設置します。

　遮断ルーフの取り௛け

指ᏽサ䜨䜾の遮断ルーフＧｒをᔉめ㎰んでいきます。䝕䝑ルはたるきの下❻までᢪし㎰䜅、遮熱層の୦❻をᣚち遮熱層を❟ち上䛘ます。

❟ち上䛘た遮熱層の୦❻をたるきの上に重䛳、タッ䜯ー等䟺䠒㻖00⛤度䟻でᅖᏽします。

䈓ᔉめ㎰䜆๑に、遮熱層をいったん❟ち上䛘てៈらしておくと、遮熱層の❟ち上䛘がス䝤ー䜾に行䛎ます。

たるき㛣ᑇ法が部材よりኬきい等、断熱材のᔉめ㎰䜅が⥾く遮熱層がうまく❟ち上䛘られない場合、ྜྷ᲍の断熱材ᅖᏽ部材を使用

してᅖᏽしします。䟺⿤面の๡離紙を๡がし㈖り௛け後、上面よりタッ䜯ー⏻めします䟻　

䈓ᑚᒁ⿤ഁでの気密施工䟺䜦ル䝣䝊ープ㈖り䟻をする場合も、ྜྷ様に断熱材ᅖᏽ部材を使用してください。

　㔕地ᯀの施工

遮断ルーフＧｒを施工した部分より㡨ḗ㔕地ᯀをᘿります。

たるきの㛏さに合わせて遮断ルーフＧｒを加工します。

遮断ルーフＧｒの⤽ᡥ部分䟺▯ᡥഁ䟻は、通気層を連⤾させるため遮熱層のᒁ外ഁに䜦ル䝣䝊ープを㈖ります。

　遮断ルーフの加工・⾪面䝊ープ㈖り

遮断ルーフＧｒとᮄ部の取り合い部分䟺㌲᰾、Ჯᱩ部分䟻の断熱Ḗ損を防䛖Ⅵ、別売りの一液型発泡ウレタンをྻ௛けます。ウレタンをྻ

௛ける際は通気層をራがない様に注意します。

　断熱⿭強䟺現場発泡䟻

遮断ルーフＧｒの遮熱効果を保䛪ⅥにᲯ換気・ᑚᒁ⿤換気を取り௛けます。

　Ჯ換気・ᑚᒁ⿤換気部材の取り௛け
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設計ᅒ面ཀྵ䛹ᚪ要䝕䝑ルᩐの☔ヾ
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ᒁ根面を気密施工とする場合は、別売りの䜦ル䝣䝊ープ䟺PKAL5050・PKAL10050䟻を使用し、たるき－遮断ルーフＧｒ㛣・遮断ルーフＧｒの

⤽䛔ᡥ部分に　㈖り௛けてください。

気密工事をする場合は、ུけ材を外して䜦ル䝣䝊ープ㈖り௛け後、たるき下面に䝠ー䝍㢦を施工してください。

　䟺ᑚᒁ⿤の気密工事䟻　䈓᥆ዜ施工となります
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遮断ルーフＧｒ




